
書籍化の流れ�
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コンセプト�
l  インターネットやそのサービスに対して、「
こどもの話が全然わからない」と感じている
⼈人たちに、�
�  なるべくわかりやすく(技術⽤用語は控えめ) �
�  ⾯面⽩白く(たとえ話を多め) �
読んでいただける教科書にする。�

l  今さら⼈人に聞けない仕組みや、これまでよく
考えたことがなかった問題を解説。�

l  まず多くの⼈人が使うようになった利便性や、
それによって起こった社会変化にフォーカス。�

l  そのあと、それを悪⽤用した例と対策、意図せ
ず起こってしまう問題と解決⽅方法などを⽰示す。� 2 



ターゲット�
l  保護者像�

�  ⼦子育てには献⾝身的だが、ネットのことがわから
ない。�

�  ⼦子供の年齢は、⼩小学校⾼高学年から⾼高校⽣生まで。�
�  携帯電話などでのネット利⽤用経験はアリ。�

l  教育者像�
�  パソコンは使うが携帯はあまり使わない。�
�  ネットに関する⽣生徒指導のポイントが掴めない。�
�  ⼦子供の⾏行行動、⼼心理や悩みを理解したい。�
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なにがうれしいの? �
l あの有名な⼈人とも共著で名前が�
並んじゃうかもよ！ *ただし津⽥田⼤大介は除く�

l 有名イラストレーターさんの�
イラストが付くよ! �

l 筆者の名前やTwitterアカウント、�
ブログなどのURLを掲載できるよ！�
�
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仕様�
l  1項⽬目につき1400字を⽬目安に。�
l 「です・ます」調で。�
l 脚注はなるべくなくても済むように。�
l  1つの項⽬目に複数の投稿があっても可。�
l 出版社は、中央経済社。�
l 原稿の締め切りは、9⽉月18⽇日。�
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ご注意�
l  原稿料のお⽀支払いは、ございません。印税は
MIAUの活動資⾦金金とさせていただきます。�

l  匿名での投稿は、書籍には収録できません。
(ペンネーム、ハンドルネーム等は可) �

l  表記揺れなどは、こちらで統⼀一します。�
l  ⽂文字数制限や全体のバランスをとるなどの
理由で、⽂文章を調整させていただくことが
あります。�

l  公序良俗に反する記述や、不適切と考えら
れる表現については、WEBでの掲載もお
断わりする場合があります。�
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エントリー⽅方法�
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